8-4-21　新業務体系検討ＷＧ

1.　 新業務体系検討ＷＧの予算

　　　予算：0円

2.　主な活動記録

（1）活動目標

　国交省及び一部自治体では、従来の設計業務と施工請負の分離発注から、設計と施工を一本化して発注する方式を試行し始めた。協会としては、公平性、独立性の確保の観点から、設計施工分離発注を原則とした発注を要望してきたが、発注される案件の中には一括発注を受け入れても良いケースがあることも事実として認識し、適正な発注がなされるよう仕組みを検討することとした。

　あわせて、品確法の施行に伴いコンサルタントの活躍すべき場面も拡大しているとの認識に立ち、発注事務に関するコンサルタントの関与についても協会としての方針、要望を明確にすることとした。

（2）委員会の開催

　・ＷＧ：９回開催

5月に公募で募集した委員及び技術部会の差委員会代表により発足。以下の3分科会により検討した。

第一分科会：詳細設計に関すること

第二分科会：設計施工一括発注に関すること

第三分科会：発注事務におけるコンサルタントの関与に関すること

（3）検討結果

ａ）詳細設計に関すること

　・共通仕様書で工種ごとにばらばらな表現になっていることが、詳細設計の範囲を不明確にしているとの判断から、統一表現を提案

· 設計と施工の境界が不明確で、ともすればコンサルタントの責任とされがちな共通仕様書の表現に付いて明確な規定を提案

· 設計後の変更及び修正が多々あるにもかかわらず、変更及び修正に付いて明確な規定がないためコンサルタントの負荷となりがちな変更修正設計について規定を提案

ｂ）一括発注に関すること

· 概略設計から工事と一緒に発注するものを設計施工一括発注方式と定義し、その場合にはコンセプト設計を導入するよう提案

· 詳細設計と施工を一括発注するものを詳細設計付き工事と定義し、基本設計の導入を提案

ｃ）発注者支援に関すること

· 品確法の主旨から、発注関係事務を行う技術者を認定する機関として、コンサルタンツ協会を提案

· コンサルタントの参加する場面として、過去の実績調査当から、ＣＭ、ＰＭ等の業務のコンサルタントの活用を提案

3.　次年度活動計画

（1） デザインビルド（設計施工一括発注方式）におけるコンサルタントの関与の有り方について、外国事例等を参考に提案する。

（2） 設計施工一括発注方式の場合の設計者と施工者の責任分担の考え方等実際にコンサルタントが参加する場合の課題について検討する。

（3） 発注支援業務について、適切なフィー等を検討する。

　　　　　（新業務体系検討ＷＧ代表　永冶  泰司）

